







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Henri CHALLAN   24 Leçons  d' Harmonie   19 終結部分
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(譜例  78）
˙
二声部が独立して直行4度になる進行または二声部が独立した連続4度進行は禁じられる
上記の進行を孤立4度という
独立した直行4度
˙
4˙ ˙
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
˙
連続完全4度進行
˙
4˙ ˙
w
w
上記は非和声音を含む直接的進行でないため
直行4度の対象にならない
w
w
w
w
Ó
˙
w
w
w
˙
˙
4
w
w
w
&
?
Ó
˙
孤立直行4度が出現し禁則に抵触する対位法課題実施例
w
対位法においては、定旋律と完全4度を成す対旋律を置いてはならない
また、当然のことながら定旋律との直行4度を成す進行は禁じられる
˙
4
˙
w
˙
˙
w
˙
˙
w
˙
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˙
w
˙
˙
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˙
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(譜例  78）
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二声部が独立して直行4度になる進行または二声部が独立した連続4度進行は禁じられる
上記の進行を孤立4度という
独立した直行4度
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連続完全4度進行
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上記は非和声音を含む直接的進行でないため
直行4度の対象にならない
w
w
w
w
Ó
˙
w
w
w
˙
˙
4
w
w
w
&
?
Ó
˙
孤立直行4度が出現し禁則に抵触する対位法課題実施例
w
対位法においては、定旋律と完全4度を成す対旋律を置いてはならない
また、当然のことながら定旋律との直行4度を成す進行は禁じられる
˙
4
˙
w
˙
˙
w
˙
˙
w
˙
4
˙
w
˙
˙
w
˙
˙
w
˙
˙
w
w
w
&
?
(譜例  79）
w
w
禁則に抵触する限定進行音重複の例
限定進行音の重複は禁じられる　
w
w
C: V7
属7の根音省略の第二転回形は、VII度の和音の第一転回形と同じ形態であり、
三和音としての響きを感じ取ることができるので本来の属7の限定進行音の制約を免除する。
ただし、その和音が属音度機能を有し、属7としての役割を演ずるときには、
外声にある限定進行音は規則通り限定進行しなくてはならない。
その一方で内声にある限定進行音は、その限定進行を免除される
w
w
w
w
C: V7
w
w
w
w
w
w
C: V9
w
w
w
w
許容される限定進行音重複の例
C: V 7
（C: VII）
w
w
w
w
C: V 7
（C: VII）
w
w
w
w
C: V 7
（C: VII）
&
?
˙
のソプラノと　　のバス双方の進行が経過的反進行するように設定するのが望ましい。
その際に生じる経過的I度は、例外的に第三音が重複しても許容される
b
上行を許可
限定進行音を含む良好な和声進行例
˙
˙
˙
˙
a
˙
˙
˙
˙
上行を許可
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
外声は限定進行する
˙
˙
˙
˙
上行を許可
˙
˙
˙
˙
a
˙
˙
˙
˙
˙
˙
b
上行を許可
˙
˙
˙
˙
˙
&
?
(譜例  80）
w
w
すべての和音において第3音の省略を禁ずる
w
w
上記の例はいずれも第3音が存在しないので和音の実態を確保できない
機能和声法においては第3音は調と和音を確定する必要不可欠の音であるので省略できないのである
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(譜例  81）
˙
限定進行音は跳躍してはならない
˙
˙ ˙
˙
上記三例はいずれも限定進行音が跳躍し、
和声進行を乱している
好ましくない禁じられる進行例である
˙
˙
第7音跳躍
˙
第7音跳躍
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
第9音跳躍
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
（譜例　82）
˙
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˙
反復進行においては定型移動のため限定進行音の跳躍は許可される
˙
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˙
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跳躍進行
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跳躍進行
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˙
跳躍進行
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˙
a
a
の属7の第7音が最終結果的に
最終的に正規の解決音に導かれることが肝要である
˙
w
w
w
˙
˙
w
˙
˙
w
w
b
b
に解決していく場合も常時見られるのであり、
w
w
w
&
?
(譜例  81）
˙
限定進行音は跳躍してはならない
˙
˙
上記三例はいずれも限定進行音が跳躍し、
和声進行を乱している
好ましくない禁じられる進行例である
˙
第7音跳躍
˙
第7音跳躍
˙
˙̇
˙
˙
˙
第9音跳躍
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
（譜例　82）
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˙
反復進行においては定型移動のため限定進行音の跳躍は許可される
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a
a
の属7の第7音が最終結果的に
最終的に正規の解決音に導かれることが肝要である
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b
に解決していく場合も常時見られるのであり、
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(譜例  73）
˙
禁じられる直行1度と許容される直行1度
禁じられる
˙
˙ ˙
˙
˙
˙
˙
˙
禁じられる
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
禁じられる
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
許容される
＊属和音の解決に生じる自然な直行1度であるので許容される
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(譜例  83)
w
w
属9の和音は根音より下方に第9音を置くことを禁ずる
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
* 1
（譜例　84）
属9の和音の正しい配置
w
w
w
w
* 2
w
w
w
w
* 3
＊3の配置は誤りではないが
＊1，＊2に比べてあまりよい響きがしない
第9音は最上声に置くのが好ましい配置である
w
w
&
?
w
w
（譜例　84）
属9の転回形の正しい配置
w
w
第9音は常に第3音より7度上方に置くことが正しい配置である
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w
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w
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(譜例  86）
˙
非和声音の解決音が、その上方声部に予め鳴っていることを禁じる
˙
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(譜例  87）
˙
非和声音とその解決音である本来の和声音が2度で接触し、解決音が同度になることを禁じる。
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(譜例  88）
˙b
古典和声書法においては非和声音または変位音と本来の和音構成音が減3度を成すことを禁じる
減3度
˙
˙# ˙n
˙
˙
w
w
減3度
˙b
˙
˙ ˙b
w
˙b
減3度
˙b
˙# ˙n
˙b
˙b
w
&
?
(譜例  85）
w
w
非和声音の解決音が予め他の声部に存在していることを禁じる
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解決音が根音に相当するとき基本形に限り根音が先行して鳴っていても良い。
これは自然倍音の中に自然に溶け込んでいくということから
違和感を感じずに解決することができるゆえんである
˙
下記の例は禁則に抵触しない
˙
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w
w
˙
˙
˙
˙
w
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(譜例  89）
˙
属7以外の自然の7の和音および自然の9の和音は予備を必要とする
減7の和音は予備を免じられる
˙
w
w
˙
˙
˙
II7
˙
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（譜例　90）
短調のII7は予備を免じられる場合がある
w
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w
˙
II7
˙n
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(譜例  91）
Ó ˙
長調の自然の7の和音の第二転回形のバスはあらかじめ同声部に予備されていなくてはならない。
これは上声部に直接の完全4度を持つためであり生硬なため避けるべき配置と進行である
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Ó ˙
短調の副7の第二転回形は予備は不要である
w
w
w
˙
˙
˙
˙n
˙
˙
˙
4
˙
w
長調の自然の7の和音の正しい低音予備
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
w
˙
低音4度の予備
4
˙
&
?
w
I度の第二転回形は、VおよびV7への倚音的役割を演ずる性格が強いため低音4度の予備は不要である
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
w 4
I度の第二転回は予備不要
&
?
(譜例  92）
˙
二声部が跳躍して到達する直行2度は禁じられる
2˙
˙
˙
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（譜例　93）
二声部が上行する直行7度および直行9度は許容される。7度音程への下行順次進行による直行7度は許容される
7
後続する和音が根音を有する属9の場合、根音と第9音の直行9度は第9音に順次進行を持って到達することが望ましい
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
˙
（譜例　94）
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*1
Ó
˙
直行9度音が倚音になることは避けなくてはならない。ただし直行9度音が経過音の場合は許容される。
下記の＊1および＊2は禁じられるが＊3は経過音のため許容される
（譜例　95）
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(譜例  81）
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和声進行を乱している
好ましくない禁じられる進行例である
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